
新庁舎整備事業の経緯と
整備地の決定について

令和7年3月3日 新庁舎の整備地に関する記者説明会

説明資料1



■令和４年度
・新庁舎整備事業プロジェクトチーム（情報整理部会・検証部会）始動
・市民アンケート・職員アンケート実施
・新庁舎整備ロードマップ策定

■令和５年度
・市民ワークショップ開催
・市民アンケート実施
・４つの候補地を決定

■令和６年度
・子育て世代・外国人市民・障がい児者対象ワークショップ開催
・タウンミーティング開催
・職員アンケート実施
・市の方針として「プラザちゅうたい」を整備地とすることを政策決定

令和４～６年度における新庁舎整備事業の経緯
令和４年３月 新庁舎整備事業の見直しを政策決定
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美濃加茂市は令和４年３月に整備地決定の過程において市民の意見の聴取が不十分であり、市民との
合意形成ができていない事を理由とし、（旧）新庁舎整備基本計画（案）を白紙とすることを政策決定
した。

令和４年度は、新庁舎にかかる情報整理を行う『情報整理部会』と、これまでの経緯に関する検証を
行う『検証部会』という２つのプロジェクトチームを立ち上げ、今後の事業推進に活用することを目的
に検証を行った。『検証部会』では、「なぜ多くの市民との合意を形成することができなかったか」を
検証し、市民との合意を形成するための進め方として、①新庁舎整備の進め方を明示 ②市民と対話す
る ③情報発信を強化する ④前提条件の情報共有 の４点が必要であるとの検証結果が示された。
また、市民４，０００人を対象とするアンケートを実施し、これまでの進め方について市民からの意

見を聴取した。
その後、これまでの進め方の検証を踏まえ、「新庁舎整備ロードマップ」を策定。基本構想の見直し

と、新たな基本計画等を作るための指針とした。

令和４年度の取り組み

R4.4
・新庁舎整備事業について
検証を開始

・新庁舎と関係する計画等を
市民と共有することを目的
として、庁内の課長級で構
成されたプロジェクトチー
ム「情報整理部会」始動

R4.7
・これまでの計画で「なぜ多くの市民との合意を形
成することができなかったか」を検証し、今後の
事業推進に活用することを目的として、庁内の課
長補佐級・係長級で構成されたプロジェクトチー
ム「検証部会」始動

・新庁舎整備における市民アンケート調査を実施
（配布数4,000・回答数1,809、回答率45.2％）

R5.3

・新庁舎整備ロードマップを
策定
R5.5から基本構想再策定開始

R４
R4.11
・新庁舎整備における市民
アンケート調査結果を市
ホームページなどで公表
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R5.3
・２つのプロジェクトチー
ムによる検証が完了



新庁舎整備ロードマップ（全体プロセス）
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令和５年３月に策定した「新庁舎整備ロードマップ」に基づき、「市の役割の見える
化」「新庁舎の役割・コンセプト」「新庁舎の機能・複数候補地案の選定」をテーマと
した市民ワークショップを各ＳＴＥＰごとに開催し、第１～３回市民ワークショップ  
（９日間開催）で計２１２名が参加した。また、おでかけワークショップを随時開催し、  
１９団体 計８００名を対象に情報提供や意見交換を行った。
「新庁舎の役割・コンセプト」、「新庁舎の機能・複数候補地」について、市民全体

の傾向を測るため、市民アンケートをそれぞれ実施した。
これらの結果を踏まえ、 「畜産研究所（前平公園）周辺」 、「大手町公園周辺」 、 

「現庁舎周辺」、「プラザちゅうたい周辺」の市民アンケート上位４候補地を新庁舎の
複数候補地とすることを決定した。

令和5年度の取り組み

R5.4
・『みんなの新庁舎 

ポータルサイト』
開設

R5.5
・広報みのかも連載
コラム『新庁舎整
備情報』開始

R5.9
・第2回市民ワークショップ開催

3日間 計67名参加

R5
R5.7
・第1回市民ワーク
ショップ開催
3日間 計88名参加 R5.11

・市民アンケート実施（配布数1,500
、回答数607、回答率40.5％）

・新庁舎の8つの役割とコンセプト
『市民の安心な暮らしを守る、未
来を見据えた新庁舎』を決定

R5.12
・第3回市民ワークショップ開催
3日間 計57名参加

R6.2
・市民アンケート実施（配布数4,000、
回答数1,504、回答率37.6％）

・職員ワークショップ実施 44人参加

R6.3
・職員アンケート実施
回答数308 回答率 93.3%

・市民及び職員のワーショッ
プ、アンケートから新庁舎
の重点機能を決定

・市民アンケート上位4候補
地を複数候補地として決定

STEP 1 STEP 2・3 STEP 4・5 STEP 6

市の役割の見える化 新庁舎の役割・コンセプトの決定 新庁舎の機能決定・複数候補地案
の選定

複数候補地案の決定
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みんなの新庁舎 かわらばんvol.1
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みんなの新庁舎 かわらばんvol.2
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みんなの新庁舎 かわらばんvol.3
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みんなの新庁舎 かわらばんvol.4
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引き続き「新庁舎整備ロードマップ」に基づいて、４つの候補地について可能
性調査を実施。その調査結果を情報資料としてまとめ、１２月開催の「タウン
ミーティング」において４日間で 計１０５名の市民と共有した。また、おでか
けワークショップを随時開催し ５団体 計１１７名を対象に情報提供や意見交
換を行った。
７～８月にかけては、令和５年度のワークショップで参加が難しかった子育て

世代・外国人市民・障がい児者をそれぞれ対象としたワークショップを開催し、
具体的な機能について、より多様な意見を聴取した。
また、市職員に対しても、候補地に関する職員アンケートを実施し約９２％の

職員から整備に関する意見を聴取した。
可能性調査やタウンミーティング、市職員アンケートなどを参考に、「プラザ

ちゅうたい周辺」を整備地とすることを市の方針として政策決定した。

令和6年度の取り組み

R6.7
・『子育て世代WS』開催（10名参加）
・『外国人市民対象WS』開催（13名参加）

R6.12
・みんなの新庁舎 タウン
ミーティング開催
4日間 計105名参加

・職員アンケートを実施
回答数322 回答率91.7%

R6

R6.8
・『障がい児者にやさしいWS』開催
（17名参加）

R7.2
・『プラザちゅうたい周辺』
を整備地とすることを市の
方針として政策決定

STEP 8 STEP 9STEP 7

R6.5
・4候補地の可能性調査
を開始

複数候補地の調査 タウンミーティング 整備地の決定
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みんなの新庁舎 かわらばんvol.5（表面）
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みんなの新庁舎 かわらばんvol.5（裏面）
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・新庁舎のコンセプトである「市民の安心な暮らしを守る、未来を見据えた新
庁舎」を実現できる

・前平公園内に体育館を建設することで、有利な交付金である社会資本整備総
合交付金等の活用が可能となる

新庁舎の整備地は『プラザちゅうたい周辺』と
し、体育館機能は前平公園と一体的に進めてい
くという市の方針を政策決定

整備地の決定

理由として・・・
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３候補地の今後について
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現庁舎周辺

跡地利用の案

《財源確保・民間活力の活用の視点》
・民間企業等への有料借地

《経費節減の視点》
・職員・公用車駐車場の一部として活用・・・現在、現庁舎周辺で借地（383台 約1,700万円 ※令和５年度実績）

約２００台駐車可能

（候補地）
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畜産研究所（前平公園）周辺

今後の活性化案

《体育館を整備して、都市計画公園のさらなる充実を図ります！》

・前平公園拡張の検討
・社会資本整備総合交付金等の活用

前平公園の
大型遊具イメージ

（候補地）
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大手町公園周辺

今後の活性化案

《民間活力の導入による大手町公園のリニューアルを推進！》

・立地環境のよさを活かし、集客力アップ

（候補地）
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JR美濃太田駅南周辺は・・・・

今後の活性化案

《官民連携による「中心市街地活性化」を推進！》

・市の玄関口である美濃太田駅周辺の賑わいを創出し、市街地中心部への人の流れをつくる

・「駅フェス」など駅南の賑わい創出に繋がる取り組みや市有財産の有効活用を引き続き検討
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